
第
百
八
回
代
議
員
会
審
議
結
果
公
告

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
（
金
）、
全
社
協
・
灘

尾
ホ
ー
ル
（
新
霞
が
関
ビ
ル
）
に
お
い
て
開
催
し
た

第
百
八
回
代
議
員
会
に
お
け
る
審
議
結
果
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

日
本
赤
十
字
社

記

第
一
号
議
案

役
員
の
選
出
に
つ
い
て

理
事
一
名
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し

た
。理

事

浅
津

知
子

第
二
号
議
案

令
和
七
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報
公
益
信
託
「
高
橋
保
藏
視
覚
障
害
者
福
祉
基
金
」
第
三
十

九
期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

点
字
は
な
み
ず
き
等
、
二
団
体
が
行
う

視
覚
障
害
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
に
対
し
、
合
計

二
十
二
万
四
千
円
の
助
成
を
行
っ
た
。

二
、
財
産
目
録

（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
合
計

七
六
、
九
〇
六
、
三
一
三
円

負
債
合
計

二
二
四
、
〇
〇
〇
円

正
味
信
託
財
産

七
六
、
六
八
二
、
三
一
三
円

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
四
丁
目
二
番
六
五
号

公
益
信
託
「
高
橋
保
藏
視
覚
障
害
者
福
祉
基
金
」

受
託
者

社
会
福
祉
法
人
埼
玉
県
共
同
募
金
会

第
七
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
千
円
）

資
産
の
部

流
動
資
産

二
、
二
七
一
、
六
九
五

固
定
資
産

九
八

合
計

二
、
二
七
一
、
七
九
四

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

六
八
九
、
二
一
六

固
定
負
債

一
、
一
〇
九
、
〇
〇
〇

株
主
資
本

四
七
三
、
五
七
八

資
本
金

一
〇
、
〇
〇
〇

利
益
剰
余
金

四
六
三
、
五
七
八

そ
の
他
利
益
剰
余
金

四
六
三
、
五
七
八

（
う
ち
当
期
純
利
益
）

（
二
六
七
、
三
三
二
）

合
計

二
、
二
七
一
、
七
九
四

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号

新
生
事
業
承
継
株
式
会
社

代
表
取
締
役

塚
越

公
志

公
益
信
託
『
百
間
川
』
水
と
み
ど
り
基
金
令
和
七
年
度
決

算
公
告

一
、
事
業
概
要

信
託
目
的
に
合
致
し
た
六
団
体
に
百
二
十
二
万
四
千
五

百
円
の
給
付
を
行
な
っ
た
。

二
、
財
産
目
録

（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
合
計

三
五
、
二
五
四
、
〇
九
九
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

三
五
、
二
五
四
、
〇
九
九
円

令
和
八
年
七
月
二
十
七
日

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
一
五
番
二
〇
号

公
益
信
託
『
百
間
川
』
水
と
み
ど
り
基
金

受
託
者

株
式
会
社
中
国
銀
行


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